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公益財団法人 東京都スポーツ協会



目的

日本スポーツ協会（JSPO）

東京都スポーツ協会

日本オリンピック委員会（JOC）スポーツ庁

総合型地域スポーツクラブ

各区市町村スポーツ少年団

東京都スポーツ少年団

単位スポーツ少年団

東京都生活文化スポーツ局
中央競技団体

全国に組織された各種
（競技別等）団体

東京都で組織された
各種（競技別等）団体

各種スポーツクラブ（チーム）・
運動クラブ

（中学校・高等学校・大学・
実業団・公営・民間など）

各区市町村
体育・スポーツ協会

※加盟団体数は令和4年4月1日現在

評議員会

理事会

東京都スポーツ少年団

区市町村
体育・スポーツ
協会

（59団体）

競技団体
（41団体）

種目団体
（8団体） 小学校

体育連盟
中学校
体育連盟

高等学校
体育連盟

理事長 事務局長

事務局次長 総務課

事業部長

スポーツ振興課

地域スポーツ課

生涯スポーツ課

競技スポーツ課

会長
副会長

学校体育連盟

加盟団体

東京都スポーツ協会を中心としたスポーツ界の組織

東京都スポーツ協会組織図

東京都スポーツ協会は、東京都におけるスポーツの統一組織として、
スポーツを振興し、都民の体力向上及び健康増進を図り、豊かな人間性を育み、

競技スポーツを発展させることを目的としています。
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沿革

1943年
（昭和18年）

東京都体育会設立

1947年
（昭和22年）

「第1回憲法施行記念都民体育大会」を開催

1949年
（昭和24年）

東京都体育協会に改称
第4回東京国体開催

1956年
（昭和31年）

法人格取得〔（財）東京都体育協会〕

1959年
（昭和34年）

第14回東京国体開催

日本スポーツ少年団創設 1962年
（昭和37年）

1963年
（昭和38年）

東京都スポーツ少年団創設

東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催 1964年
（昭和39年）

1993年
（平成5年）

東京都体育協会創立50周年

2006年
（平成18年）

ジュニア育成地域推進事業開始

東京マラソン開始 2007年
（平成19年）

2016東京オリンピック・パラリンピック
競技大会招致活動（2008−2009）

2008年
（平成20年）

2009年
（平成21年）

ジュニアアスリート発掘・育成事業開始
（現　トップアスリート発掘・育成事業）

2010年
（平成22年）

第68回東京国体開催が日本体育協会理事会で決定

東日本大震災発生
「スポーツ基本法」施行

日本体育協会・日本オリンピック委員会創立100周年
2011年
（平成23年）

スポーツを通じた復興支援事業開始

東京2020オリンピック・パラリンピック
競技大会招致活動（2012−2013）

東京2020オリンピック・パラリンピック
競技大会開催決定

2012年
（平成24年）

公益財団法人へ移行〔（公財）東京都体育協会〕
都民体育大会・東京都障害者スポーツ大会合同開会式開始
シニアスポーツ振興事業開始

2013年
（平成25年）

スポーツ祭東京2013開催（第68回国民体育大会）
東京都体育協会創立70周年
東京都スポーツ少年団創設50周年
シニア健康スポーツフェスティバルTOKYO開始
全国健康福祉祭（ねんりんピック）派遣開始

スポーツ庁発足 2015年
（平成27年）

第2期スポーツ基本計画　策定 2017年
（平成29年）

東京都スポーツ推進総合計画　策定 2018年
（平成30年）

ラグビーワールドカップ2019日本大会開催 2019年
（平成31年）

東京都体育協会事務局を岸記念体育会館から
JAPAN SPORT OLYMPIC SQUAREへ移転

新型コロナウイルス感染症　世界的な感染拡大により
東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会1年延期

2020年
（令和2年）

東京2020オリンピック・パラリンピック
競技大会開催

2021年
（令和3年）

第3期スポーツ基本計画　策定 2022年
（令和4年）

2024年
（令和6年）

東京都スポーツ協会に名称変更

スポーツ界等の動向 東京都スポーツ協会の動向
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競技スポーツの強化と
推進に関する事業

　国際大会等で活躍する東京育ちの高校生アスリートの育成を図るため、対象競技団体と連携して、ス
ポーツ医・科学的な面（メディカルチェック、メンタルチェック、トレーニングサポート他）からサポー
トを実施しています。

パフォーマンスサポート事業

Ⅰ

　国民スポーツ大会関東ブロック大会及び国民スポーツ大会へ東京都選手団（約800名）を派遣してい
ます。また、東京都選手団を選考・決定するために、各競技別に予選会を実施しています。

国スポ推進事業

天皇杯（男女総合優勝）

21回獲得
皇后杯（女子総合優勝）

28回獲得
（2023年時点）winner

〈対象競技〉　 ボート、ボクシング、レスリング、ウエイトリフティング、自転車、カヌー（スプリント）、アーチェリー

久保田愛夏選手
トップアスリート第2期生。東京
2020オリンピック競技大会にカ
ヌー（スプリント）競技で出場。

　オリンピック等の国際大会で活躍できる「東京育ち」のアスリートの育成に向けて、
才能あるジュニア選手を

「見つけ・育て・活かす」
ことを目的に実施してい
ます。
　第2期修了生が日本代
表選手として東京2020オ
リンピック競技大会に出
場しました。

トップアスリート発掘・育成事業

競技力向上事業

　国スポ東京都代表候補選手、ジュニア選手、
監督、コーチ等指導者を対象に、競技力の向
上を目的とし、以下の事業を行っています。
⚫国スポ候補選手強化事業
⚫ジュニア選手育成・強化事業
⚫オリンピック等日本代表候補選手強化事業 
（戦略的競技力強化事業）
⚫指導者育成・スポーツ専門人材活用事業　⚫国スポ選手健康調査チェック等事業　など
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●シニアスポーツ振興事業
　東京都の高齢者のスポーツ実施率の向上と、健康維持・増進に
寄与するため、区市町村の体育・スポーツ協会等が主催となり、
60歳以上のシニア世代を対象としたスポーツ競技会、講演会、講
習会等の事業を実施しています。

●シニア健康スポーツフェステ
ィバルTOKYO

　都内在住59歳以上のシニア世代
を対象に約2,500名が参加しており、
毎年10月～11月を中心に、10種目
開催され、翌年のねんりんピック東
京都代表の選考を兼ねています。

●全国健康福祉祭
（愛称：ねんりんピック）

　高齢者の健康の保持・増進、生き
がいの高揚並びに社会参加の促進を
目的とし、高齢者を中心とする国民
の健康づくり、生きがいづくりをすす
める全国健康福祉祭（愛称：ねんり
んピック）へ、都内主管団体等から
の推薦により、毎年約250名の東京
都選手団を派遣しています。

●スポーツフェスティバル東京※2

　スポーツ愛好者を対象とした大会で、参加
者が実力に関係なく、日頃の練習の成果を発
揮する中で、スポーツを通じて親睦を深めるこ
とを目的に、毎年秋に17競技を開催しており、
約5,500名が参加しています。

●東京都スポーツ大会※1

　夏季（2競技）、冬季（2競技）、春季（28競技）の3季を一大会と
して開催し、区市町村対抗方式の総合得点により優勝を競います。
毎年、約15,000名が参加する都内で最大級のスポーツ大会です。
　男子優勝地区には高松宮殿下記念杯、女子優勝地区には高松
宮妃殿下記念杯が授与されます。

生涯スポーツの
振興と普及に関する事業

生涯スポーツの推進

シニアスポーツの振興

シニア健康スポーツフェスティバルTOKYO
参加者からの声
シニア世代にとって、健康長寿の肝
は“キョウイク”と“キョウヨウ”
とのこと。「今日行くところがある」

「今日用事がある」。私にとっ
てもシニア健康スポーツフェ
スティバルTOKYOはキョウイ
クとキョウヨウの大きなイベント
です。

シニア健康スポーツフェスティ
バルTOKYOのラージボー
ル卓球大会で、良い成績を
上げることを人生の目的として、
病気の無い体づくり・故障の無い
体づくり・ボケの無い脳づくりの3
つの無い体づくりを心がけ、勝率
を上げるためのコンディションづく
りに努めて豊かで楽しい幸せな人
生を送っております。

Ⅱ

※1　第１回から77回までは「都民体育大会」として実施 ※2　令和５（2023）年までは「都民生涯スポーツ大会」として実施
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　また、学校部活動の地域連携等について、
関係団体との調整を行います。
　詳細は、「東京都地域スポーツクラブサ
ポートネット」をご覧ください。

地域におけるスポーツ振興体制の
整備充実等に関する事業

　東日本大震災における被災３県（岩手県、宮城県、福島県）の高校生を東京マラソンに招待し、都心
を駆け抜ける爽快感や、有名選手の走りを間近に感じてもらう事業を実施しています。

東京マラソン10.7㎞被災者招待事業

　スポーツを楽しむだけでなく、学習活動、野外活動、レ
クリエーション活動、社会活動、文化活動などを通じて協
調性や創造性を養い、社会のルールや思いやりのこころを
学ぶ幅広い事業を実施しています。
▪地区スポーツ少年団本部の育成並びに組織強化
▪指導者、リーダー等の養成（育成）と研修
▪スポーツ少年団交流活動の推進

　地域におけるジュニアスポーツのすそ
野を広げることを目的とし、区市町村の
体育・スポーツ協会等が主体となって
行う、小・中・高校生を対象とした初
心者教室、スポーツ教室、強化練習会、
大会等の実施を支援しています。

ジュニア育成地域推進事業 スポーツ少年団～青少年の健全な育成を目指して～

スポーツ少年団大会 ジュニア・リーダースクール

Ⅲ

　だれでも、いつでも、どこでも、いつまでもスポーツを楽しむことができ、それぞれの地域において、
スポーツの普及・振興やスポーツを通じた地域づくりなどに向けた多様な活動を展開する地域スポーツ
クラブの育成支援を行っています。

総合型地域スポーツクラブの育成支援

設立・運営活動支援

• 登録・認証制度の運用
• 指導者派遣事業　等

人材養成研修支援

• クラブマネージャー養成講習会
• クラブ運営スタッフ等研修会

地域貢献活動支援

• 都民参加事業
• シニアスポーツ振興事業

交流事業情報発信

• クラブ交流会
• クラブ連絡協議会
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　東京都のスポーツ振興を図るため、スポーツの振興・
普及に貢献された個人や団体およびスポーツ活動にお
いて優秀な成績をおさめた個人や団体等スポーツに関
する表彰を実施しています。
▪生涯スポーツ功労者・生涯スポーツ優良団体表彰
▪国スポ優勝功労者表彰等
▪体育優良生徒表彰
▪中学校・高等学校全国大会優勝者・

優勝チーム表彰

⃝スポーツ指導者（日本スポーツ協会公認コーチ
1・2）養成講習会

　地域スポーツクラブ・スポーツ少年団・学校
運動部活動等のコーチングスタッフや監督等と
して、安全で効果的な活動などを提供する、競
技別指導にあたる者を養成しています。

⃝スポーツ指導者研修会（日本スポーツ協会公認
スポーツ指導者資格更新研修）

　日本スポーツ協会公認スポーツ指導者の資質
向上のため、スポーツにおける最新情報や指導
者相互の情報交換等による指導者の学びの場と
しての研修会を開催しています。

⃝幹部中央研修会
　本協会加盟団体の幹部役員を対象に、スポー
ツの普及・振興に関する最新かつ重要な課題に
対し、講演等の研修を通じてその認識を深め、
更なる資質向上を図るための研修を実施してい
ます。

⃝スポーツ・インテグリティ研修会
　都内競技団体・指導者・選手等に対し、事故
防止に資するための研修を実施しています。

⃝競技団体等組織基盤強化支援事業
　本協会加盟団体（競技団体、種目団体、体育・
スポーツ団体）における運営力の向上を図るため、
法人格の取得やガバナンス・コード遵守に関する
公表に向けた専門家相談等の組織基盤強化に向
けた活動を支援しています。

⃝競技力向上事業研修会
　国民スポーツ大会に関係する監督・コーチ等指
導者を対象に、アンチ・ドーピングや資質向上を
目的にメンタルトレーニングやモチベーションの維
持・向上等の研修会を年4回程度開催しています。

※「スポーツ・インテグリティ」とは
スポーツにおける誠実性・健全性・高潔性のこと。ドーピ
ングや八百長、違法賭博、暴力、ハラスメント、差別、団
体ガバナンスの欠如等の不正が無い状態を指します。

その他事業

各種研修事業等

東京都スポーツ協会表彰

指導者養成講習会 スポーツ指導者研修会

体育優良章 表彰式

Ⅳ
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